
※共同BL ： 専用BL又は理研BLのうち、一部共用に供しているビームタイムにおいて実施された利用研究課題数及び利用者数を含む。
※利用者数 ： 同一利用者が同一利用期に複数の利用研究課題を実施した場合、利用者数として複数（のべ）カウント。

共用BL及び専用BLの利用状況



〔共用BL及び専用BLの利用研究課題数推移〕

〔共用BL及び専用BLの利用者数推移〕

■ 利用研究課題数・利用者数共に、運転時間が頭打ちであることから横ばいが続いている。

共用BL及び専用BLの利用状況



■ SPring-8を利用している機関は、国内の大学・公的研究機関が中心で、産業界が約16％、海外の
機関が約5％と続く。

共用BLにおける所属機関別利用研究課題数



※所属機関分類
●大学等教育機関 ： 国公立大学、私立大学、高等専門学校等
●国公立研究機関等 ： 独立行政法人、大学等共同研究機関、公益法人、特殊法人等
●産業界 ： 民間企業（海外企業の日本法人を含む）
●海外 ： 海外の全ての機関・法人等

■ 2005年下期以降、機関別利用研究課題の比率はほぼ横ばいが続いている。
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